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平成２５年１２月市議会定例会提案説明 

 

本定例会に提案いたしました諸議案の説明に先立ちまして、所信の一端

を申し述べさせていただきます。 

 

１．はじめに 
 

本市は、1市８町村の合併から、来年で１０年と大きな節目を迎えようと

しています。 

私は、これまで、新市の一体性の速やかな確立と住民の福祉の向上等を

図るとともに、新市の均衡ある発展に努めてまいりました。 

しかし、人口減少や少子高齢化の進行、長引く景気の低迷や大手企業の

撤退による雇用情勢の悪化、東日本大震災の影響など、本市を取り巻く政

治、経済、社会情勢は、これまでにも増して厳しいものがあります。その

中で地域経済の活性化、雇用問題をどう解決するか、福祉・教育・医療の

充実をどう実現するか、市庁舎整備をはじめとした災害・防災体制をどの

ように強化していくのか、新市域の将来像をどう示すのか、新しい可燃物

処理施設整備について地元の意向をどうまとめるのか、中心市街地や中山

間地域の活性化や市民サービスの向上、市財政の健全化をどう図っていく

かなど、緊急かつ重大な課題が山積みとなっております。 

これらの難しい課題を解決するためには、今が大変重要な時期です。私

は、残された任期の中で、他のことに力を費やすのでなく、愛する鳥取市
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の未来のために、全力でこれらの課題の解決に取り組むことが、市長とし

ての使命であると考えています。 

 

２．経済の活性化と雇用対策の強化 
 

（１）企業誘致・地元企業への支援 

鳥取労働局が発表した 10 月末の鳥取県東部の有効求人倍率は 0.93 倍と

前年同月比で 0.25 ポイント、前月と比較しても 0.09 ポイント増えていま

す。しかし、鳥取県 0.94 倍、全国 0.98 倍と比べて、鳥取県東部は依然低

い状況が続いています。長引く景気低迷から緩やかな回復基調にあるもの

の、本市の経済、雇用情勢はなお厳しい状況となっております。 

このような中、本市が今年 9月 25日に取得した三洋電機南吉方工場跡地

（約 5.1haの内 2.0ha）に、国内に 349店舗、海外 7カ国に 21店舗を構え

る高級和菓子などを製造する「株式会社 源 吉兆庵」が工場立地を決め、

11月 19日に進出協定を締結しました。 

これにより、本市への製造業の新規立地としては、平成に入ってから最

大規模となる 330人の雇用が見込まれます。 

残る用地についても、早期に企業立地できるよう、積極的に誘致活動を

展開しているところです。 

さらに、平成 23 年に進出し、昨年 5 月より従業員数 70 名で操業してい

る「株式会社円山菓寮」が、鳥取工場わかばの里の増設を決め、約 15名の

新たな雇用が予定されています。本社機能も県外から鳥取工場へ移るなど、

企業誘致の取り組みの成果が着実に表れております。 
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本市では中小企業支援として、経営改善のために中小企業が金融機関等

から受けた融資の利子に対して助成する「小規模事業者経営改善資金」、い

わゆる「マル経融資」を行っております。９月末時点で融資額は 2 億 830

万円となっており、件数は、前年度より 9 件増加し、31 件となっています。 

また、環日本海地域との経済交流を推進するため、市内事業者がロシア

のウラジオストク市で行うアンテナショップの開設に対して支援します。 

 

（２）雇用対策の推進 

本市は、「鳥取市雇用創造戦略方針」の目標である雇用創造数 5,000人の

達成をめざして雇用の拡大に積極的に取組んだ結果、本年度上半期（9月末

まで）で 5,522名と目標値を大きく上回る成果を上げました。 

また、本年 10 月 17 日に総務省の「分散型エネルギーインフラプロジェ

クト導入可能性調査地」に本市が選定されました。これにより、成長産業

の振興を積極的に図り、中心市街地における新たなエネルギー供給システ

ムの可能性の調査を行います。 

さらに、本市が誘致した青谷町旧日置谷小学校の校舎を活用する植物工

場は、来年 1 月の事業開始に向け準備を進めております。この工場では障

がいのある方など約 20名の雇用が計画されています。 

 

（３）水産業の推進 

 本市の水産業は、長期化している燃油高騰及び水産物消費の減退による

魚価の低迷、また漁業者の高齢化や担い手不足といった厳しい状況が続い
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ております。そこで、この環境から脱出するため、関西圏への販売の強化、

地産地消の推進、安全安心な鳥取の水産物の認知度アップなどを図る目的

で、水産漁業者の保冷車導入に支援します。さらに、燃油削減効果が期待

される漁船の LED 導入に対して助成します。 

また、安定した漁獲と、漁場が沿岸で燃油を削減できる定置網漁業の網

の購入に対して支援します。 
 

３．安全・安心で豊かな市民生活 

 

（１）市庁舎整備について 

市庁舎は、市民の命とくらしを支える、なくてはならない社会基盤であ

ります。将来にわたり市民の安全・安心を確保するため、また、市民サー

ビスの向上のため、庁舎を整備することは、多くの市民が望んでいること

です。 

市庁舎整備全体構想を策定するため、本年６月に設置した市庁舎整備推

進本部において、調査検討を進めてまいりました。庁舎整備に当たっては、

昨年５月の住民投票から汲み取れる「できるだけ費用を少なくしてほしい」

という市民の思い、一方で、本年５月に市庁舎整備専門家委員会が報告し

た市民意識調査の結果から明らかとなった「財政的に許す範囲で、できる

だけ機能を充実してほしい」という市民の思いをしっかり受け止め、鳥取

市の将来を見据え、機能や費用、まちづくりとの関係など、総合的に検討

した上で、本年 11 月 8 日に「鳥取市庁舎整備全体構想(素案)」を公表した

ところです。 
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この素案では、耐震性の確保された駅南庁舎などを活用しながら、広い

敷地を有する幸町地内の旧市立病院跡地に新本庁舎を建設し、鳥取駅周辺

へ庁舎機能を集約することで、防災、市民サービスなど市庁舎に求められ

る「機能の強化」と、将来的に見て市の実質負担を最も抑え、「費用の抑制」

を実現できるとするものです。市長として責任をもって推進すべき、最も

望ましい整備内容であると考えています。 

市役所本庁舎は、本市を象徴する建物と位置づけられるもので、発展す

る本市のまちづくりにおいて重要な意味を有しています。中心市街地の活

性化や総合支所を中心とした地域生活拠点の再生など、地域の発展に繋が

る新しいまちづくりの展開が期待できると考えています。合併特例債など

有利な財源が活用できる今だからこそ、市民の皆さまに新たな負担をお願

いすることなく、現状において、本市が抱えているさまざまな課題を解決

していくことができます。 

11 月 29 日まで実施した全体構想（素案）についての市民政策コメント

では、市民の方から、さまざまなご意見をお寄せいただきました。この構

想に賛成の立場から多くのご意見をいただいており、一刻も早い事業着手

を望む意見もありました。引き続き、多くの市民の皆さまのご理解をいた

だき、できるだけ早期に事業実施に結び付けていきたいと考えています。 

本定例会において、この全体構想（素案）についての建設的な議論が重

ねられることを強く期待するものであります。 
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（２）災害・防災体制について 

本年は、鳥取大地震から 70 年となる節目の年です。9 月 10 日の鳥取市

総合防災訓練をはじめ、防災に関する取り組みを集中的に進めてきました。 

11 月 7 日に開催した「鳥取市防災フォーラム」の講師である吉村秀實氏

は、「避難に勝る防災なし」と早期行動の必要性を講話されました。 

行政と住民が一体となって、あらかじめ災害時の備えを充実させること

の大切さや、避難における自主防災会の果たす役割が大きいことを再認識

しました。 

そこで、資材・機材の整備に対する補助金制度を創設し、自主防災会の

活動を強力に支援するための助成を行います。 

 また、9 月 10 日を「鳥取市防災の日」として定める条例が、本議会で提

案されているところです。 

 たびたび大きな災害を受け、その度に復興を成し遂げてきた本市の歴史

を忘れることなく、毎年、「防災の日」を契機に、市民一人ひとりの防災意

識の向上と、災害に対する備えの強化を図っていくことは、今後の重要な

取り組みとなると考えています。 

 

（３）地域医療体制の充実 

本市が誘致を進めた（仮称）鳥取市医療看護専門学校は、地域医療を支

える看護師・リハビリ専門職の不足を解消するだけでなく、若者が地元の

専門学校に進学し、地域に就職する道を拓くことで、地域活力の創造にも

つながるものです。すでに建設工事が始まっており、来春には校舎が完成
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予定であります。 

さらに、課題でありました実習生の受け入れ施設の確保については、鳥

取市立病院の学生実習施設を拡充整備し、受け入れ態勢を整えます。平成

27 年 4 月開校に向けて着実に準備が進んでおります。 

 

（４）福祉サービスの推進  

本市は、鳥取県内の他自治体に先駆けて、本年度より妊婦とその子を守

るため、風疹の予防接種経費に対して全額助成を実施しております。 

また、インフルエンザ予防対策として、これまでの 65 歳以上の高齢者等

への助成に加え、重度の心身障がい者、重症心身障がい児について、本年

度から接種費の助成を開始しております。さらに、平成 26 年度は対象を就

学前乳幼児まで拡大し、接種費の一部を助成したいと考えております。 

死亡率が高い胃がん、肺がんについても、働く世代の節目年齢（41 歳、

46 歳、51 歳、56 歳、61 歳）の方を対象に無料クーポン券の配布を平成 26

年度より実施し、受診率の向上と福祉サービスの充実に努めてまいります。 

 

（５）空き家等の対策 

近年、全国的に問題となっている「空き家」は、管理されず放置される

と、ますます荒廃し、近隣住民や通行人に危害を及ぼしたり、不審者の侵

入等による放火や犯罪の誘発も懸念されるなど、市民の暮らしの安全・安

心を脅かしかねません。 

本市は、空き家対策基本方針を本年度策定し、空き家台帳の整備に取り
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組んでいるところです。この度、本議会に提案する「空き家等の適正管理

に関する条例」は、管理不全な空き家に対する指導強化や、危険な空き家

への速やかな応急措置、除去費の一部助成などを内容としております。こ

れにより、空き家等による被害の未然防止とともに、良好な景観の保全に

寄与するものと考えております。 

 

（６）子育て環境の整備 

 保育需要の増加や保育ニーズの多様化が進む中、本市は子育てしやすい

まちづくりを目指し、総合的な子育て支援を推進しています。 

子育て対策として、シングルマザーの生活を支援する新しい制度を創設

します。これは、未婚のひとり親家庭の保育料を結婚歴のあるひとり親家

庭並みに軽減するもので、未婚のひとり親家庭には国の制度上適用されな

い「寡婦（かふ）（夫）控除」を本市独自で“みなし適用”するもので、鳥

取県内の自治体では初の取り組みです。 

 また、私立保育園への支援として、本年度より民間へ譲渡した松保保育

園の増築に伴う経費への助成を行います。これにより、待機児童対策と保

育環境の充実に資するものと考えています。 

 

（７）小中学校施設環境の改善 

子どもたちの安全を確保するとともに、避難所としても地域住民の安全

に大きな役割を果たす、学校施設等の耐震化を積極的に進めています。 

鳥取市校区審議会の西部地域の中学校のあり方についての答申を踏まえ、
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生徒の安心・安全の確保を最優先と考え、青谷中学校及び気高中学校の校

舎の現位置での改築に早急に着手します。 

また、近年の地球温暖化による猛暑や生活様式の変化を考え、生徒の健

康管理、教育環境を充実させるため、来年度に校舎耐震工事を計画してい

る、桜ヶ丘中学校及び東中学校の空調設備設計費を補正予算に計上します。

これに伴い、かねてから懸案となっている中学校の空調設備については、

耐震改修工事などにあわせて、逐次導入したいと考えています。 

 

４．にぎわいと交流のあるまちづくり 
 

（１）新市域の活性化 

市町村合併10年を契機として、新市域の将来像を全庁的に検討するため、

10 月 1 日付で新市域振興監を設置するとともに、新市域振興推進本部を立

ち上げました。 

新市域振興推進本部には、「防災・地域振興」、「市民サービス」、「産業振

興」の３つの専門部会を設け、多角的な視点を持って、新市域のさまざま

な課題を整理・検討し、本年度中には、地域の皆さんと一緒になって、新

市域の将来像を示す「新市域振興ビジョン」の策定を行うこととしていま

す。 

新市域それぞれの個性、特徴、可能性を活かした取り組みを展開する中

で、全市一体となって大きく未来へ飛躍する夢のあるまちづくりを進める

ことができると考えております。 
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（２）中山間地域対策の推進 

 中山間地域で展開される移動販売は、食料品や日用品とともに、山間集

落に「安心な暮らし」・「賑わいの風」を運び込むものであり、移動販売用

自動車の導入や事業の安定継続への支援に積極的に取り組んでいます。 

 この度、青谷町・気高町・鹿野町を対象に移動販売車等による買い物支

援の取り組みを開始しようとする事業者に対して、助成内容を大幅に拡充

し支援を行います。 

 

（３）全国都市緑化とっとりフェア 

 9月 21日から 11月 10日まで、湖山池公園をメイン会場に開催された「全

国都市緑化とっとりフェア」は、台風の影響で 2 度にわたり閉園するなど、

天候に恵まれない条件での開催でありましたが、県内外から期間中 18 万

7,385 人を集客し、無事終了することができました。 

 ナチュラルガーデンと併せての湖山池東側からの眺望は、来場者から高

い評価を得ました。さらに、10 月 10 日に秋篠宮殿下・同妃殿下をお迎え

し、都市緑化祭が行われたことにより、フェアの魅力が全国に伝わりまし

た。開催にご尽力いただいた、すべての皆様に心からお礼申し上げます。 

今後は、フェアで整備された「湖山池ナチュラルガーデン」とともに、

本年度の「緑の都市賞（緑のまちづくり部門）」で国土交通大臣賞を受賞し

た、本市の協働によるガーデンシティづくりを、本年 11 月に設置した鳥取

市ガーデンシティ推進本部を中心に、地域や全国に向けて今後とも推進し

ていきたいと考えています。 
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（４）鳥取砂丘砂の美術館第 6 期展示 

鳥取砂丘「砂の美術館」第 6期展示は、11月末現在で 48万 2,903人の入

館者があり、この段階で 55万人の目標達成はほぼ確実となっています。 

第 1 期の展示（平成 18 年 11 月）から通算した入館者数も 11 月 16 日に

200万人を突破し、その後も順調に増加しています。 

さらに、今月 14日からは、世界が注目している最先端の立体映像「３Ｄ

プロジェクションマッピング」を、砂像彫刻を舞台に実施します。観光客

が少なくなる冬場の観光客の集客に力を入れるとともに、無料の鳥取自動

車道を活用した取り組みを積極的に行います。 

 

（５）鳥取マラソンの開催 

 平成 20年度から開催している鳥取マラソンを新たに全国的な都市マラソ

ンに押し上げ、単なるスポーツイベントとするのではなく、観光振興や交

流人口の増加にも繋げるよう、官民さまざまな団体が一丸となって魅力ア

ップに取り組みます。 

来年 3 月 16 日開催予定の第 7 回大会は、「駆け抜けろ！砂丘から因幡万

葉の里へ！」と題して、鳥取砂丘をスタートし、鳥取城跡前などを経由し

てコカ・コーラウエストスポーツパーク陸上競技場をゴールにする新しい

コースを設定し、全国から参加するランナーに鳥取市の魅力を感じてもら

い、沿道からの多くの市民の応援も見込めるなど、新たなにぎわいと交流

の創造が実現されるものと期待しております。 
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（６）高速道路ネットワークの整備 

国土交通省が整備を進めている山陰道鳥取西道路のうち「鳥取 ICから鳥

取西 IC間」が、今月 14日に開通する運びとなりました。 

今回の開通により、鳥取自動車道から市街地へアクセスするインターチ

ェンジが２か所となることで、利用交通が分散し、鳥取ⅠＣ付近や国道２

９号線の主要交差点における渋滞が緩和されます。 

また、山陰近畿自動車道の一部である駟馳山バイパス（福部 IC（仮称）

～岩美 IC（仮称））も今年度中の供用開始が予定されており、本市及び因幡

圏域の高速道路ネットワークの整備は着実に進んでおります。 

今後とも、より安全で快適な高速道路ネットワークが一日も早く整備さ

れるよう、鳥取西道路未開通区間の着実な整備促進とともに、鳥取自動車

道の追い越し車線や４車線化の整備、山陰近畿自動車道の早期整備を国、

県に対し強く要請してまいります。 

 

（７）中心市街地の活性化 

第 2 期中心市街地活性化基本計画を推進するため、鳥取県が新たに創設

した「まちなかビジネス活性化支援事業補助金」に呼応して、本市大型空

き店舗入居促進補助金の補助限度額を３百万円から６百万円に拡大し、大

型空き店舗への入居を促進させます。 
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議案の説明 
 

それでは、本定例会に提案いたしました諸議案につきまして説明申し上

げます。 

議案第 147 号から議案第 157 号までは、一般会計及び特別会計並びに企

業会計の補正予算でありまして、ただいま申し述べました市政の課題等に

対応するため重点的に実施する事業などの経費を計上したものです。 

議案第 158 号は、人事行政を厳格に実施するため、条件附採用期間中の

職員及び臨時的に任用されている職員に対する分限処分が行えるよう、新

たに条例を制定するものです。 

議案第 159 号は、放置された空き家等による災害及び犯罪等を未然に防

止するとともに、良好な景観を保全するため、空き家等の適正な管理に関

する条例を新たに制定するものです。 

議案第 160 号は、来年４月１日からの消費税及び地方消費税の税率が

５％から８％へ引き上げられることに伴い、使用料等を見直すため、関係

する条例を一部改正するものです。 

議案第 161 号は、人事行政を厳格に実施するため、一般職の職員に対す

る分限処分として降給を行えるよう、関係する条例を一部改正するもので

す。 

議案第 162 号は、災害その他の不測の事態に備え、本市における危機管

理体制の整備を充実強化するため、関係する条例を一部改正するものです。 

議案第 163 号は、鳥取市立白兎保育園の管理を指定管理者に行わせるた
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め、関係する条例を一部改正するものです。 

議案第 164 号は、消費税率の引き上げに伴う使用料等の見直し、及び業

務用温泉スタンドの料金を新たに設けるなど、関係する条例を一部改正す

るものです。 

議案第 165 号は、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法

律が一部改正されたことに伴い、市営住宅の入居者資格について所要の整

理を行うため、関係する条例を一部改正するものです。 

議案第 166 号は、消費税率の引き上げに伴う使用料等の見直し、及び下

水道使用料の料金区分の改定のため、関係する条例を一部改正するもので

す。 

議案第 167 号は、消費税率の引き上げに伴う使用料等の見直し、及び集

落排水施設使用料の料金区分の改定のため、関係する条例を一部改正する

ものです。 

議案第 168 号は、社会教育法の一部改正に伴い、鳥取市社会教育委員の

委嘱の基準を定めるため、関係する条例を一部改正するものです。 

議案第 169 号は、消費税率の引き上げに伴う使用料等の見直し、及び鳥

取市さじアストロパークの天体宿泊施設の使用料を部屋毎に改正するなど

のため、関係する条例を一部改正するものです。 

議案第 170 号は、鳥取市青谷町勝部グラウンドを廃止するため、関係す

る条例を一部改正するものです。 

議案第 171 号は、地籍調査事業に係る字の区域の変更について、必要な

議決を求めるものです。 
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議案第 172 号は、市営土地改良事業猪子地区の換地処分に係る字の区域

の変更について、必要な議決を求めるものです。 

議案第 173 号及び議案第 174 号は、鳥取市と岩美町、智頭町との定住自

立圏の形成に関する協定を変更するに当たり、必要な議決を求めるもので

す。 

議案第 175 号から議案第 217 号までは、指定管理者の指定に関する議案

です。厳正に審査した結果、鳥取市民会館の指定管理者として一般財団法

人鳥取市教育福祉振興会を指定するなど 181 の施設について指定管理者を

定めるため、必要な議決を求めるものです。 

議案第 218 号及び議案第 219 号は、市道の認定及び変更に当たり、それ

ぞれ必要な議決を得ようとするものです。 

議案第 220 号及び議案第 221 号は人事に関する案件です。その職務の重

要性に鑑み慎重に検討いたしました結果、 

人権擁護委員候補者として 

 鳥取市国府町中河原７４番地１ 

福
ふく

 田
た

 悦
えつ

 子
こ

 氏、 

鳥取市福部町細川６７６番地３７ 

 河
かわ

 原
はら

 清
きよ

 夫
お

 氏 

の２名を推薦したいと存じますのでご意見をいただきますようお願いし

ます。 

議案第 222 号は、土地改良事業猪子地区の計画区域の変更について、必

要な議決を得ようとするものです。 
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報告第16号から報告第19号までは、市道の穴に起因する自転車の破損、

公用車の事故及び強風により吹き飛ばされた中学校のテントによる車両破

損に係る損害賠償の額及び和解について、それぞれ専決処分しましたので

報告するものです。 

 

以上、今回提案いたしました議案につきまして、その概要を説明申し上

げました。ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 
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